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本
学
で
は
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
を
女
性
の
活
躍
に
欠
か
せ
な

い
素
養
と
位
置
付
け
、
２
０
２
１
年
度

入
学
者
か
ら
、
そ
れ
ら
の
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目
を
必
修
化
し
ま
し
た
。

　
背
景
に
は
、
女
子
大
の
役
割
の
変
化

が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
の
女
子
大
の
使

命
は
良
妻
賢
母
の
育
成
で
し
た
。
そ
の

後
、
子
育
て
後
の
社
会
復
帰
を
見
据
え

た
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
期
待
が
高
ま
る

と
、
資
格
系
の
学
部
が
設
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
中
で
、
女
子
大
に
は

新
た
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が
同
じ

役
割
を
担
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

互
い
の
よ
さ
を
生
か
し
、
共
に
社
会
を

支
え
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
男
性
中

心
の
社
会
で
は
出
に
く
か
っ
た
〝
女
性

な
ら
で
は
〞
の
視
点
や
、
自
身
の
個
性

の
発
揮
は
新
た
な
価
値
の
提
案
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。今
日
の
女
子
大
に
は
、

同
性
の
み
の
環
境
で
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
男
性
と
比
較
し
た
女
性
と
し
て
の

自
己
だ
け
で
な
く
、
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
自
由
な
視
点
で
個
を
確
立
し
磨
く
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
。
そ
の
し
く
み
を
知
ら
ず
し
て

新
た
な
価
値
提
案
は
困
難
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
デ
ー
タ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
苦

手
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
を
避
け

て
い
て
は
社
会
変
化
に
取
り
残
さ
れ
ま

す
。
本
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
一
生
を

描
き
き
る
女
性
力
を
。」
で
す
。
全
て

の
学
生
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

を
通
し
て
社
会
変
化
と
向
き
合
い
、
変

化
を
取
り
込
む
こ
と
で
自
ら
を
成
長
さ

せ
る
一
生
も
の
の
力
を
身
に
付
け
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
に
開
講
し
た

「
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
・Ａ
Ｉ
の
基
礎
」

を
、
全
１
年
生
約
２
３
０
０
人
が
68
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
教
材
を
一
か
ら
自
作
す
る
と
時
間
が

か
か
り
、
今
い
る
学
生
の
学
修
機
会
を

奪
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
自
前
主
義
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
外
部
の

オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
教
材
を
導
入
。
そ
れ

を
自
学
に
合
う
形
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す

る
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
の
手
法
を
取
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
導
入
を
決
め
て
か
ら
学

生
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
結

果
を
基
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
部
を
独
自

教
材
に
差
し
替
え
る
な
ど
し
ま
し
た

が
、
約
半
年
で
開
講
で
き
ま
し
た
。

　
学
生
の
履
修
状
況
や
授
業
へ
の
反
応

は
良
好
で
、
１
年
目
は
順
調
な
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
授
業
内

容
の
さ
ら
な
る
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
学
ん
だ
内
容
を
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

に
生
か
す
し
く
み
も
整
え
て
い
き
ま

す
。
ま
だ
今
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

や
Ａ
Ｉ
の
応
用
力
を
養
う
専
門
科
目

が
、
全
て
の
学
部
・
学
科
で
開
設
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
充
実

を
図
る
に
は
、
そ
の
土
壌
と
し
て
、
教

員
が
Ａ
Ｉ
等
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
、

教
育
に
取
り
入
れ
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、Ｆ
Ｄ
の
実

施
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
学
生
調
査
か
ら
は
、
遠
隔
授

業
は
学
生
の
理
解
度
を
高
め
る
反
面
、

目
的
意
識
を
低
下
さ
せ
る
傾
向
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
学
生
が
学
ん
だ
こ
と
を
振
り

返
っ
て
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
め

直
す
機
会
を
、
今
以
上
に
多
く
設
け
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
の
手
法
を

用
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で

新
た
な
価
値
を
提
案

ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し

ア
ジ
ャ
イ
ル
型
で
開
発

CASE
STUDY

特集  キャリアの多様化と大学教育

数理・データサイエンス・ＡＩ教育のリテラシー科目を2300人規模で必修化。
実現を可能にしたしくみと、女子大でデータサイエンスを学ぶべき理由を聞く。

武庫川女子大学▶指導上の工夫点▶学修内容（全てオンデマンド方式で実施）

社会の変化に対応するために学び続ける力、今起きていることを知らないままで
済ませずに自分の中に取り込み自分自身を変えていこうとする意欲を持つ人

育成人材像

「データリテラシー・AIの基礎」

全学科で定期的に情報を共有し
2300人の履修をサポート

データサイエンス学習支援ルーム

　「データリテラシー・ＡＩの基礎」は全学必修であるため、単位の修得が卒業
の必須要件。同大学は手厚いサポート体制を整え、学生を支援している。
　まず、受講のしかたで学生がつまずかないように、学修教材へのアクセスや
質問の方法、学修の進め方などを説明した専用ページ＊を共通教育サイト内
に開設。受講前に対面での質問会も実施したことで、混乱なく受講を開始で
きた。また、パソコンの操作や数値の計算などを苦手とする学生もいるため、

「データサイエンス学習支援ルーム」を新設。月２回の共通教育委員会にて修
学状況の報告を行い、報告を受けた各学科から、課題提出が遅れている学生
への声掛けなどを行っている。
　学生からは、「動画の配信サービスで表示される『おすすめ』にはビッグデー
タが活用されているなど、データサイエンスと縁の深い生活を送っていることが
わかった」「伝えたい内容によってグラフを使い分けることの重要性を学んだ」
などの声があがり、この科目の狙いが伝わっている様子がうかがえる。

注目！

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

データサイエンスとは
社会で起きている変化
社会で活用されているデータ
AIとは
AIの利活用
データ活用とは
データ・AI利活用の現場
データを読む・データを説明する（１）
データを読む・データを説明する（２）
データを読む・データを説明する（３）
データを読む・データを説明する（４）
データを読む・データを説明する（５）
データを扱う
データ・AIを扱う上での留意事項（１）
データ・AIを扱う上での留意事項（２）

大多数の学生には、なじみのない話題が多いため、
段階的に理解が進むように構成を工夫。その上で、
教材では丁寧な説明を行い、わかりやすい事例を多
数紹介している。

【学生の声】最初はとても難しく感じていたが、授業
をしっかりと聞いていると理解することができた。
データの扱い方やデジタル化が与える社会の変化な
ど、これから社会に出たときに必要となる知識を得
られたと感じた。

毎回の確認テストに加え、データリテラシーの回で
は、パソコンを使う演習課題を課している。さらに復習
コースも用意し、必要とする学生に提供している。

【学生の声】Excelなどを使う機会が今まであまりな
かったので、不安もあったが、授業動画が丁寧で一
つ一つわかりやすく説明されていたため、自分の
ペースで課題に取り組むことができた。受講前に比
べ、自分の力でできることが増えたと感じた。

テーマ 回 内容

社会における
データ・AI利活用

データリテラシー

データ・AI利活用に
おける留意事項

授業構成や教材の工夫

学びの定着の工夫

「データサイエンス学習支援ルーム」では専門スタッフ２人が、学生
からの質問や相談に対応。モニター学生の協力を得て、各学科の
特性に配慮した副教材を準備するなど、学生の理解度を高める
フォローも行っている。

＊https://kyotsu.mukogawa-u.ac.jp/ai-guide/index.html


